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技術研究組合NMEMS技術研究機構�

●繊維と直接共有結合しているため耐久性が高い
●アラミド繊維などの安定した繊維への加工が可能

他15の企業、研究機関による共同実施

①自立電源機能搭載グリーンセンサ端末の開発�
フレキ基盤に絆創膏サイズ（目標：2cm×5cm）、
室内環境光発電による自立電源モジュールの開発

②センサを用いた環境計測、消費エネルギー最適化�
省エネネットワークシステムの構築と省エネ効果の実証

光発電素子高集積化光発電シート、蓄電シート、
グリーンセンサ素子、無線端末一体化

電子線照射によりラジカルが
繊維上に発生する

機能剤
の処理

機能剤と繊維との
共有結合形成

経済産業省 NEDO

グリーンセンサ・ネットワークシステム
技術開発プロジェクト

糸への連続式電子線グラフト重合による
高耐久性高機能繊維の開発
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　石油枯渇が懸念されるなか、今まで数々
のバイオマス由来繊維を用いた自動車シー
ト表皮材が提案されてきました。しかしながら、
PET繊維から簡易に代替が可能な繊維は
存在しませんでした。今回、スミノエ テイジン 
テクノ（株）において、物性懸念がなく即代
替使用が可能なサトウキビ由来のバイオマ
ス繊維を用いたシート表皮材「バイオマスター」
を開発しました。

　2011年度は、住江織物
グループ内で自立してLCA
を実施することが可能とな
るように、みずほ情報総研
株式会社の支援を受け、
基礎固めをしています。
以下の4点のLCA評価を
算定しました。

 ●車両シートクッション材
 ●自動車用シート表皮材
 ●自動車用カーペット
 ●カーテン

グリーンセンサとは？
省エネ化を推進するネットワークシステムに使用される無線通信機能、超低消費電力
機能及び自立電源機能を搭載する小型センサ

バイオマス繊維を用いた自動車シート
表皮材の開発

グループ内で�
LCA評価をはじめました�

●住江織物グループが指向する環境技術�

生活空間の環境改善技術
（健康・快適性の指向）

生産段階 使用段階 廃棄段階
リサイクル技術 & リサイクルシステム
（社内発生の廃棄物や再生原材料を対象）

リサイクル技術 & リサイクルシステム
（市場回収の廃棄物を対象）

汚染防止技術
（使用化学物質の代替が主対象）

電子線グラフト重合�

★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★

電子線

「エコロア100」
CO2を30％削減した
エコロジー ロールカーペット
　エコロア100は、原着ナイロンカーペットに
比べ、CO2排出量を30％削減しています。
表面のパイルには、ペットボトルから再生した
ポリエステル糸「スミトロン」を使用しています。

「ＥＣＯＳ（エコス）ＳＧ-500」
CO2を43％削減した
循環型リサイクルタイルカーペット
　ＥＣＯＳ（エコス）ＳＧ-500は、表面のパイル
糸に、ペットボトルから再生したポリエステル
糸「スミトロン」を、裏面のバッキング材には、
使用済みタイルカーペットから再生された塩
ビパウダーを使用していますので、再生材比
率が74％となります。 ※データ出典：みずほ情報総研

● LCA手法による１m2あたりのCO2排出量の比較
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原着ナイロンカーペット

● LCA手法による１m2あたりのCO2排出量の比較
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一般的なナイロン・ループ・タイルカーペット
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 特長
１．石油由来PETを用いたシート表皮材と同
　等のポテンシャル（構成物性）を持ち、思
　いの意匠表現、風合いの再現が可能です。
２．他のバイオ由来繊維を用いたシート表皮
　材より生産性、コストが優れています。
３．バイオマス由来なのでCO2の排出が削減
　され、環境負荷低減に貢献できます。

● 30％バイオマス由来ポリエステル

　　　　　                 エチレングリコール（EG）     　ポリエチレンテレフタレート（PET）�

�
EGをバイオ由来成分に切り替える�
→30％バイオマス由来ポリエステル�
�

融点
バイオマス度
懸念点

石油PET
255℃
0％
－

Bio Master
255℃
31％
－

Bio PTT
230℃
36％
強度低下

PLLA
170℃

100％ 耐熱・耐光
同左＋耐熱

+

★ラジカル

石油由来 バイオマス由来� 30％バイオマス由来�

LCAとは

「エコロア100」、「ECOS（エコス）SG-500」のLCA評価

「バイオマスター」

　製品の生産段階、使用段階、廃棄段階に至るまでのすべての過程、つまり製品の「ゆりかごから墓場まで」（原料の採掘、製造、
輸送、使用、廃棄）のライフサイクル全体にわたっての環境負荷を総合的かつ定量的に評価する手法です。

産学連携による商品開発の事例�

ジメチルテルフタレート（DMT）、またはテレフタル酸（PTA）�

�
●バイオマスターの製造プロセスは、石油由来PETと同じであり、
　物性差は生じません。
●バイオマスターは、放射線炭素年代測定法により検証が可能です。
●バイオマスプラマーク（日本バイオプラスチック協会）／
　バイオマスマーク（社団法人日本有機資源協会）を取得できます。

　製品の生産段階、使用段階、廃棄段階でのライフサイクル全般にわたって、環境負荷を軽減し環境と調和しながら、持続可能な社
会の形成に貢献するよう、常に技術の向上に取り組んでいます。 
　従来は、公害防止から生産段階での環境負荷低減の技術開発が主体でしたが、近年は、製品の使用段階および廃棄段階を含め、
総合的な環境負荷低減に加え、生活空間の環境を改善し、人々に安全、安心、健康、快適をもたらす商品の提供を目指した技術開発
に取り組んでいます。       
　このように当社は、低炭素社会の実現のために、ＣＯ2発生がより少ない環境負荷の低い製品開発など、当社の得意とする「環境力」
を通じて社会に貢献していますが、今後更なる繊維加工技術のイノベーションを創出するために、2010年度より経済産業省の「戦略
基盤技術高度化支援事業」に参画しています。
  また、2011年度からは省エネ対策イノベーションの創出を目指して、NEDO※の「グリーンセンサ・ネットワークシステム技術開発プロ
ジェクト」にも参画しました。

平成22年度戦略的基盤技術高度化支援事業

経済産業省�
�

公募�
� 提案�

�

住江織物株式会社�
事業管理機関�

�
研究実施�
機関�

福井大学�
（アドバイザー）�

�

京都工芸�
繊維大学�

�

NEDO

東京工業大学� 住江織物�
株式会社�

技術開発への取り組み� ＬＣＡによる製品の環境配慮度の評価�

バイオ素材性能比較

使　用�原料採掘� 製　造� 輸　送� 廃　棄�

※独立行政法人新エネルギー・産業技術総合開発機構
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環境に配慮した技術
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伸び

難燃性と弾性率をほぼ同等にした
コンパウンドの性能比較（比重は1：1.5）

新技術

従来型技術�
PPと無機系難燃剤を多量に
混ぜ合わせて難燃化
⇒ 力学特性、加工性が犠牲

新難燃技術
化学的な難燃メカニズムと火災を
遮断する層の形成を行い、
低添加量で難燃化
⇒ 安全・高性能な難燃素材の実現

鉄道 バス

自動車 インテリア

コア層（PPなどの熱可塑性樹脂）

正六角柱を隙間なく
並べた構造

天然の「蜂の巣」�

複合ハニカム
（ハニカムサンドイッチ）

1940年頃航空機向けに開発
機体のコストダウンと軽量化に成功

従来、宇宙航空機などの
先端産業で活躍してきました

現在は
再び注目の材料に

省エネ
軽量化

スキン層（熱可塑性樹脂以外の素材との複合化も可能）

従来技術

生産段階～廃棄段階� 生産段階 　省資源�

　当社グループは、廃棄しかできなかった使用済みタイルカーペットを再び資源に変え、新たなタイルカーペットを生み出しました。          
再生を繰り返すことで、資源を未来へつなげる「ECOS（エコス）循環型リサイクルタイルカーペット」は、次世代のスタンダードを目指
します。          
　石油などの化石燃料の枯渇、産業廃棄物の増大、温室効果ガスによる地球温暖化など、環境問題に対する意識が高まるなか、タ
イルカーペットのライフサイクルにおいて、廃棄物の削減、資源の循環をかつてないレベルで実現する「ECOS Recycle System」
を構築しました。          
　「低炭素社会」、「循環型社会」の実現に向けて、リサイクルタイルカーペットを普及させることが、日本で最初にタイルカーペット
の製造販売を手がけた企業としての挑戦です。

「資源を未来へ」

●ECOS Recycle System（エコス リサイクル システム）�

　熱可塑性樹脂のハニカム構造体に当社のナノサイズの特殊難燃フィラーを少量練りこむことにより、軽量で強度のある難燃性樹
脂ハニカム構造体ができました。この特性を利用して今後幅広い用途に展開していきます。

強度をあまり損なわずに必要な材料を減らすことができます
⇒最も優れた構造と言われています

PP（ポリプロピレン）ハニカム
厚み12mm　重量27ｇ

熱加塑性樹脂の特性により、「曲げ」「プレス」
「溶接」などの三次元的な成形加工が可能

PPソリッド
厚み 8.21mm
重量 111ｇ

アルミニウム
厚み 2.1mm
重量 85ｇ

鉄鋼
厚み 1.6mm
重量 190ｇ※曲げ鋼性を同じにしての比較

約1/4

約1/3

約1/7

使用段階 　軽量化�

難燃性樹脂ハニカム構造体「スミハニカム」ECOS（エコス）循環型リサイクルタイルカーペット

糸�

グループ会社である住江甲賀株式会社にて製造している、使用済みペットボトルを原料とする再生ポリ
エステルです。嵩高性に富み、遊び毛が少なく、ポリエステルの素材特性である耐光・耐熱・染色堅牢度、
防汚性および耐湿・耐薬品性に優れており、エコロジーなタイルカーペットに最適な素材といえます。�

市場から使用済みタイルカーペットを回収し、バッキング材として�

再生する。それが、「ECOS Recycle System」。�

製造ラインを一新することで、高品質でありながら、バージン品と�

変わらないコストパフォーマンスを実現しました。�

使用済みタイルカーペットを、再び資源に。

エコス　リサイクル　システム�

使用済みタイルカーペットから、バッキング材を製造します。�

素材［バッキング］に�
リサイクル材を使用。�

表面材、�
バッキング材の両方に�
リサイクル材を使用。�

表面のパイル材には、使用済みペットボトルを原料とする�
再生ポリエステル「スミトロン」を採用しました。�

バッキング材と表面材、ダブルでリサイクル。�

市場に流通しているリサイクル
タイルカーペットは、再生材比
率が25％～40％強のものが、
ほとんどです。「ECOS」は、従
来品を大きく上回る再生材比率、
最大77％を達成しました。

世界トップクラスの
再生材比率を達成

再生材の中には、由来を特定
できないものも多くあります。
「ECOS」はバッキング材の再
生材を使用済みタイルカーペッ
トのみに限定。材料の由来を
明確に管理し、安全性を確保
しました。

再生材の原料を限定し、
安全性を管理

ペットボトル由来のポリエステル
再生原料を使った「スミトロン」
をパイル糸に用いた「ECOS SG
シリーズ」は、LCA評価において
当社従来品比で最大43％の
CO2削減率を達成。製品重量
も約5％軽量化。運搬・輸送時
の負荷を抑えました。

従来品と比較して、
CO2排出量を大幅削減

▲

　ハニカム構造体について

▲

　軽量化〈他素材との比較〉

▲

　PPハニカム構造体の二次加工

▲

　住江織物のPP樹脂の難燃化技術

▲

　「スミハニカム」の用途展開
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